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弘前市農業委員会

健康と美容に　

　　弘前りんご

毎月５日は
「りんごを　
　食べる日」

ご飯の粘り気を感じながら、
おにぎり作りに挑戦する児童たち

　
地
元
の
お
米
の
良
さ
を
理
解
し
て
、「
食
」
に
つ
い
て
興
味

を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、
弘
前
市
農
村
活
性
化
推
進
協
議
会

（
会
長
・
澁
谷
長
生
弘
前
大
学
教
授
）
に
よ
る
「
地
元
の
お

米
を
使
っ
た
お
に
ぎ
り
教
室
」
が
十
月
十
七
日
、
市
立
草
薙

小
学
校
（
廣
谷
滋
校
長
）
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
稲
わ
ら
を
無
料
で
提
供
す
る

「
稲
わ
ら
ふ
り
ー
で
ん
」
が
今

年
も
十
月
十
五
日
か
ら
設
置
さ

れ
、
堆
肥
の
原
料
な
ど
に
使
お

う
と
、
農
家
や
家
庭
菜
園
を
楽

し
む
人
た
ち
が
稲
わ
ら
を
求
め

に
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　
二
十
日
、「
ふ
り
ー
で
ん
」
の

の
ぼ
り
を
目
印
に
市
内
鼻
和
の

田
ん
ぼ
を
訪
れ
た
り
ん
ご
農
家

は
、
昨
年
ま
で
稲
わ
ら
を
購
入

し
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、

「
稲
わ
ら
は
毎
年
使
っ
て
お
り
、

り
ん
ご
畑
に
敷
く
予
定
。
畑
の

土
も
良
く
な
っ
て
り
ん
ご
の
味

も
変
わ
っ
て
き
た
よ
う
に
思
う
。

化
学
肥
料
な
ど
の
値
段
が
高
く

な
る
中
、
本
当
に
助
か
る
」
と

話
し
、
稲
わ
ら
を
手
際
よ
く
束

ね
て
車
の
荷
台
に
積
み
上
げ
て

い
ま
し
た
。

ご
は
ん
大
好
き

地
元
の
お
米
を
使
っ
た

　
　
　
お
に
ぎ
り
教
室

　
米
の
消
費
拡
大
と
地
産
地
消

の
推
進
を
目
的
に
し
た
同
協
議

会
の
お
に
ぎ
り
教
室
は
、
今
年

で
五
回
目
。
今
回
の
教
室
に
は
、

地
元
の
認
定
農
業
者
で
大
貝
営

農
組
合
長
の
三
上
長
寿
さ
ん
が

作
付
け
し
、
収
穫
し
た
「
つ
が

る
ロ
マ
ン
」
の
新
米
が
使
用
さ

れ
ま
し
た
。

　
全
校
児
童
四
十
三
人
は
、
講

師
を
務
め
る
「
ヘ
ル
シ
ー
ラ
イ

フ
ク
ッ
キ
ン
グ
（
須
藤
裕
子
代

表
）」の
四
人
か
ら
お
に
ぎ
り
の

作
り
方
を
教
わ
り
な
が
ら
、
自

分
で
考
え
た
お
に
ぎ
り
作
り
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
、
必
要
な
食
材

を
書
き
込
ん
だ
完
成
図
を
基
に
、

三
角
や
ハ
ー
ト
の
形
な
ど
思
い

思
い
に
ご
飯
を
握
り
、
海
苔
や

玉
子
な
ど
を
飾
り
立
て
、
個
性

豊
か
な
お
に
ぎ
り
を
完
成
さ
せ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
の

り
ん
ご
を
使
っ
た
り
ん
ご
ゼ
リ

ー
や
豚
汁
な
ど
も
作
り
、
出
来

上
が
っ
た
昼
食
を
お
い
し
そ
う

に
ほ
お
張
っ
て
い
ま
し
た
。
　

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
六
年
生
に

よ
る
米
作
り
体
験
の
発
表
や
、

「
つ
が
る
ロ
マ
ン
」
の
新
米
と

古
米
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
販
売
し
て
い
る
お
に
ぎ
り

の
三
種
類
の
ご
飯
を
味
見
し
、

違
い
を
感
じ
と
っ
た
り
、
県
産

米
の
名
前
当
て
ク
イ
ズ
に
挑
戦

し
な
が
ら
、
児
童
た
ち
は
地
元

の
お
米
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ん

で
い
ま
し
た
。

！

毎月５日は「りんごを食べる日」

　
「
弘
前
城
菊
と
紅
葉
ま
つ
り
」
期
間

中
の
十
一
月
五
日
、
弘
前
り
ん
ご
の
会

が
「
り
ん
ご
を
食
べ
る
日
」
に
ち
な
ん

で
、
ま
つ
り
を
訪
れ
た
人
た
ち
に
ひ
ょ

う
害
り
ん
ご
「
ひ
ょ
う
太
君
」
を
無
料

で
配
り
ま
し
た
。

　
ま
つ
り
の
メ
ー
ン
会
場
で
あ
る
弘
前

城
植
物
園
の

入
口
二
箇
所

に
は
合
計
五

百
個
の
「
北

斗
」
が
用
意

さ
れ
、
入
場

に
合
わ
せ
て

一
つ
ず
つ
り

ん
ご
が
手
渡

さ
れ
る
と
、

訪
れ
た
人
た

ち
は
思
い
が

け
な
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
役
所
西
側
駐
車
場
に
開
設

さ
れ
た
り
ん
ご
直
売
所
で
は
、「
サ
ン
ジ
ョ

ナ
ゴ
ー
ル
ド
」
の
家
庭
用
り
ん
ご
が
二

割
引
で
販
売
さ
れ
、
訪
れ
た
人
が
り
ん

ご
を
選
ん
で
袋
に
詰
め
込
み
買
い
求
め

て
い
ま
し
た
。

　
中
に
は
、「
弘
前
城
菊
と
紅
葉
ま
つ
り
」

で
手
渡
さ
れ
た
「
ひ
ょ
う
太
君
」
を
片

手
に
直
売
所
を
訪
れ
、
贈
答
用
を
買
い

求
め
る
人
も
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

　
直
売
所
で
は
、

十
二
月
五
日
の

「
り
ん
ご
を
食
べ

る
」
日
に
も
家
庭

用
り
ん
ご
を
二
割

引
で
販
売
す
る
予

定
で
す
。

稲わら活用で　　
　　　コスト減へ

稲　わ　ら
ふりーでん
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不
動
産
取
得
税
は
、
家
屋
の

新
築
・
増
改
築
や
土
地
・
家
屋

を
売
買
・
交
換
・
贈
与
な
ど
で

取
得
し
た
際
に
、
一
度
だ
け
取

得
者
に
課
税
さ
れ
る
県
の
税
金

で
す
。
納
税
通
知
書
は
、
不
動

産
の
取
得
後
あ
る
程
度
の
期
間

を
お
い
て
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

指
定
さ
れ
た
納
期
限
ま
で
に
納

付
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
生
前
一
括
贈
与
に
よ
り
農
地

等
を
取
得
し
た
場
合
は
、
申
請

す
る
こ
と
で
不
動
産
取
得
税
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。
申
請
に
は
戸
籍
謄
本
、

農
業
委
員
会
が
交
付
す
る
「
不

動
産
取
得
税
の
徴
収
猶
予
適
格

者
証
明
書
」
な
ど
が
必
要
に
な

り
ま
す
が
、
申
請
内
容
に
よ
っ

て
必
要
書
類
が
異
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
適
用
を
受
け
た

場
合
は
、
三
年
ご
と
に
徴
収
猶

予
継
続
届
出
書
を
提
出
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
贈
与

者
又
は
受
贈
者
が
死
亡
し
た
場

合
に
は
、
届
出
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
よ
り
猶
予
さ
れ
て
い

た
納
税
義
務
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
左
記
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

■
問
い
合
わ
せ
先
　
中
南
地
域

県
民
局
県
税
部
課
税
第
二
課

３２
・
１
１
３
１
内
線
２
２
７

　
農
地
は
農
業
生
産
の
基
盤
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
宅
地
な
ど
の

土
地
利
用
計
画
と
の
調
整
に
務

め
な
が
ら
、
優
良
農
地
の
確
保

を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
宅
地
な
ど
農
地
を
農
地
以
外

に
利
用
す
る
場
合
は
、
許
可
申

請
や
届
出
な
ど
一
定
の
手
続
き

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
農
地
の
転
用
に
は
、
法
律
に

よ
り
規
制
が
あ
り
ま
す
の
で
、

一
時
的
な
場
合
も
含
め
、事
前

に
転
用
し
た
い
農
地
の
所
在
す

る
地
区
の
農
業
委
員
会
窓
口
、

又
は
地
域
の
農
業
委
員
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

■
問
い
合
わ
せ
先

【
弘
前
地
区
】

【
弘
前
地
区
】
農
業
委
員
会
弘

前
分
室
（
市
役
所

３５
・
１
１

１
１
内
線
３
５
７
）

【
岩
木
地
区
】

【
岩
木
地
区
】
農
業
委
員
会
農

地
係
（

８２
・
１
６
３
８
）

【
相
馬
地
区
】

【
相
馬
地
区
】
農
業
委
員
会
相

馬
分
室
（

８４
・
２
１
１
１
内

線
８
４
０
）

平成２０年度 燃油・肥料高騰緊急対策事業について

事　業　名
①肥料・燃油高騰対応緊急対策事業 ②施設園芸省エネルギー技術緊急

　導入推進事業　　　　　　　　
③施肥体系緊急転換対策事業

事 業 内 容

燃油使用量又は化学肥料施用量の一
定以上の低減に取り組む農業者の組
織する団体に対し燃料費や肥料費の
増加分の一部を助成するものです。

事業年（Ｈ２０）と基準年（Ｈ１９）の
燃油費又は肥料費との差額の７割

実証に要する事業費の２分の１以内 定額、又は２分の１以内

施設園芸における先進的加温設備の
導入を通じて燃油使用量の低減実証
に取り組む農業者の組織する団体に
対し助成するものです。

効率的施肥技術の導入等により肥料
コストを低減する新しい施肥技術体
系への転換実証に取り組む団体に対
し助成するものです。

助 成 内 容

事業実施者
農業協同組合、受益農家３戸以上を含めた肥料店等で組織する団体、その他受益農家で組織する団体（３戸
以上）など

申　請　の
締 め 切 り

事業の実施を希望する農家は、平成２１年１月１５日までに事業実施者に申し込みしてください。また、事業
実施者は、平成２１年１月３０日までに市りんご農産課に申請してください。（詳細については、問い合わせ
先へご確認ください。）

問い合わせ先 中南地域県民局地域農林水産部りんご農産課（ ３２－３３０５）、又は市りんご農産課（ ８２－１６３６）

農
地
転
用
に
は

許
可
・
届
出
が
必
要
で
す

農業委員会へご相談を

平　成
２１年度

地域担い手経営基盤強化
総合対策実験事業　要望について

事業内容
この事業は、農業用機械・施設の導入及び土地基盤の
整備等に要する経費のうち、金融機関からの融資額を
除いた自己負担部分に助成する事業です。

助成基準
○経費のうち融資額が５０㌫以上であること。
○経費が５０万円以上であること。

支 　 援
対 象 者

①…認定農業者
②…認定志向農業者(３年以内に認定を受ける者)
③…集落営農組織　④…①から③で組織される営農集団

そ の 他
要望については、平成２１年度の事業申請の参考とす
るものです。

申込方法
・ 期 限

平成２０年１２月２２日（月）までに、電話により申し込
みしてください。

申込・問い
合わせ先

弘前市担い手育成総合支援協議会 
（農政課農業振興係内） ３５－１１１１ 内線７０９

助 成 率 経費の３０㌫以内

不
動
産
取
得
税
の

　
　
　
　
徴
収
猶
予
制
度
に
つ
い
て

農地を農地
以外に利用
する場合に
は、許可申
請や届出な
ど一定の手
続きが必要
です。
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①農業委員会事務局
　（岩木庁舎１階） ８２－１６３８

②農業委員会弘前分室
　（市役所新館２階） ３５－１１１１ 内線３５７

③農業委員会相馬分室
　（相馬庁舎２階）　 ８４－２１１１ 内線８４０

■取扱窓口及び問い合わせ先

　
農
業
者
年
金
は
、
農

業
者
の
た
め
の
公
的
年

金
で
、
自
分
で
納
め
た

保
険
料
と
そ
の
運
用
益

を
原
資
と
し
て
、
将
来
、

支
給
さ
れ
る
「
確
定
拠

出
型
年
金
」
で
す
。

　
ま
た
、
認
定
農
業
者

で
青
色
申
告
を
し
て
い

る
な
ど
一
定
の
要
件
を

満
た
す
方
に
は
、
保
険

料
の
一
部
に
つ
い
て
政

策
支
援
（
国
庫
補
助
）

を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
な
ど
農
業
者
に
と
っ

て
メ
リ
ッ
ト
の
多
い
内

容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
老
後
の
生
活
に
備
え
、

農
業
者
年
金
へ
の
加
入

に
つ
い
て
ご
家
族
で
話

し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

○終身年金で８０歳までの保証付きです

農業者老齢年金は、原則６５歳から生涯支給され、８０歳前に
死亡した場合でも死亡一時金が遺族に支給されます。

○税制面の優遇措置があります

支払った保険料は、全額社会保険料控除ができ、所得税・住
民税が節税になります。また、将来、受け取る年金には公的
年金等控除が適用され、６５歳以上であれば、国民年金と合せ
て年額１２０万円まで非課税となります。

○担い手を対象に保険料の国庫補助があります

認定農業者で青色申告であるなど一定の要件を満たした方には、
保険料の国庫補助（最高５割）があります。

○農業者の方なら広く加入できます

２０歳以上、６０歳未満である国民年金１号被保
険者で、年間６０日以上、農業に従事していれ
ば誰でも（配偶者や後継者も可）加入できます。

○少子高齢化に強い年金です

必要な原資を自分で積み立て、加入者や受給者
の数に影響されない積立方式（確定拠出型）の
年金制度で、過去５年間（平成１５～１９年度）
の平均運用利回りは年３．４３％です。
積立金＋運用益＝年金給付額

○保険料の額は自由に決められます

保険料は、月額２万円から６万７千円までの間で、
将来設計にあわせて自由に決められます。

農業者年金に加入したい、もっと詳しく知りたい方は、農業委
員会農政係（岩木庁舎 ８２－１６３８）か、お近くの農協へ

家族一人ひとりが加入
できるのがいいわね

老後生活に
　　備えて農業者年金農業者年金 に加入

しませんか

もっと詳しく
農業者年金の特徴・メリット

国民年金プラス農業者
年金で老後は安心じゃ

｛　　　　　　　　　　　　　　｝

資 金 名 青森県農林業災害経営資金

対 象 と
な る 人

農業所得が総所得の５割以上の農業者で、減収量が
３割以上かつ損失額が平年農業収入の１０㌫以上。
（減収量には、加工向けや著しい低価格の生果を含む）

資 金 の
使 い 道

種苗、肥料、農薬、燃料などの購入等の再生産に
直接必要な資金

融 　 資
限 度 額

○個人…２００万円以内（果樹栽培者は５００万円以内）

○法人…２，０００万円以内（果樹栽培者は２，５００万円以内）

※果樹栽培者とは次のいずれか

◇平年の農業収入のうち果樹による収入が５割以上
◇果樹の栽培面積が農地全体の４割以上

償還期間及
び貸付利率

３～５年（平成２２年６月２０日までの据置可能）

借 入 手 続

○申込先…下記融資機関（手続等をご相談ください。）

○借入手続には市発行の「農業被害認定書」が
　必要となります。

つがる弘前農協・相馬村農協・津軽みらい農協・青森
銀行・みちのく銀行・あおもり信用金庫・東奥信用金庫

融 資 機 関

個人、法人いずれも、市が発行する「農業被害
認定書」の損失額の４５／１００以内　(果樹栽培者
は５５／１００以内)

○貸付期限は、平成２１年３月３１日です。

発行窓口：岩木庁舎１階…農政課
　　　　　市役所２階…農林部弘前分室
　　　　　相馬庁舎２階…総務課

　
平
成
２０
年
４
月
中
旬
か
ら
６
月
中
旬
及

び
９
月
下
旬
の
降
霜
・
降
ひ
ょ
う
で
被
害

を
受
け
た
農
家
の
方
へ
経
営
資
金
の
融
資

を
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
融
資
機
関
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

年０．８㌫（変更前１．６㌫）

災
害
経
営
資
金
の
変
更

農地流動化情報
（新規）

区
分

売
り
た
い

略
図

A-
275

農地の
所在

利用
状況

面積
希望
売渡
価格

取扱
窓口

八幡字
平塚

水稲 14.36a 交渉次第 ①②

略図Ａ－２７５

２７５

鼻和字
西田

弘南バス
鼻和南口
バス停

　八幡地区
●農業集落排水
　処理施設

だれ



【掛金と補償額】…申し込みは箱数単位となります。

★掛金は１箱５０～１００円（『ふじ』の場合）
　※品種・加入方式等によって異なります。

★補償額は１箱２，７００円（『ふじ』の場合）
　※品種によって異なります。

農 業 ひ ろ さ き （４）第３４号２００８年（平成２０年）１２月１日

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

近年続く異常気象に備えて

りんご共済
『被害限定補償』

来年産申込受付中！

【対象となる災害】… 風害・ひょう害・凍霜害

【対象となる割合】…２割～３割以上の被害から
　　　　　　　　　共済金が支払われます。
　　　　　　　　（加入方式によって異なります。）

○掛金の半分は国が負担！
○防風ネットがあればさらに割引！
○３年間被害が無ければ掛金の一部を払戻し！

詳しくは ひろさき広域農業共済組合まで
　　　　　　　　　　　　 ２８－５７００

弘前市は、農業共済組合と連携して
加入促進に努めていきます。

　
農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
後

継
者
り
ん
ご
整
枝
せ
ん
定
講
習

会
兼
競
技
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
地
域
間
の
連
携
と
相
互
の

研
鑽
を
図
る
た
め
に
も
、
意
欲

あ
る
後
継
者
の
皆
さ
ん
の
多
数

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時

◆
日
時
…
平
成
２１
年
１
月
２０
日

（
火
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時

◆
場
所

◆
場
所
…
弘
前
市
り
ん
ご
公
園

（
市
内
清
水
富
田
）

◆
参
加
資
格

◆
参
加
資
格
…
弘
前
市
内
に
居

住
す
る
１８
歳
か
ら
４０
歳
ま
で

の
り
ん
ご
生
産
農
家
の
後
継

者
◆
募
集
人
員

◆
募
集
人
員
…
５０
名
（
募
集
人

員
に
達
し
た
時
点
で
締
め
切

り
ま
す
。）

◆
競
技
会

◆
競
技
会
…
団
体
の
部
（
３
人

１
グ
ル
ー
プ
）
と
個
人
の
部

で
、
り
ん
ご
の
整
枝
せ
ん
定

に
関
す
る
実
技
と
筆
記
試
験

の
点
数
に
よ
り
順
位
を
決
定

し
ま
す
。

◆
参
加
料

◆
参
加
料
…
無
料

（
※
昼
食
は
各
自
で
用
意
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。）

◆
申
込
締
切
日

◆
申
込
締
切
日
…

　
平
成
２１
年
１
月
６
日（
火
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
…

　
農
業
委
員
会
農
政
係

８２
・
１
６
３
８

知識と技術の習得を
（写真は昨年より）

第
三
回
農
業
後
継
者

　
　
り
ん
ご
整
枝
・
せ
ん
定

　
　
　
　
　
講
習
会
兼
競
技
会

　
　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集

　農業委員会委員選挙人名簿は「農業委員会等に

関する法律」により、有権者からの申請に基づき、

毎年１月１日現在の選挙資格を調査し、調製する

ことになっています。この名簿は平成２１年３月

３１日から平成２２年３月３０日までに行われる農

業委員会に関する全ての選挙に使用されます。

　１２月の中旬に、調査員がみなさんのお手元に

選挙人名簿登載申請書をお届けしますので、「記

載注意事項」を参考に記入してください。

　申請書は平成２１年１月９日（金）までに、調査

員が回収に伺います。

　なお、１２月中に申請書が届いていない場合は、

農業委員会事務局までご連絡ください。

◆選挙資格　次の条件をすべて満たしていること。

①平成２１年１月１日現在で弘前市に住所を有す

る者。

②平成元年４月１日までに生まれた者。

③１０㌃以上の農地につき耕作の業務を営む者及び、

その同居の親族又はその配偶者、及び農業生産

法人の組合員、社員又は株主で、いずれも年間

の耕作従事日数がおおむね６０日以上の者。

■問い合わせ先

【弘前地区】農業委員会弘前分室

（市役所 ３５－１１１１ 内線３５７）
【岩木地区】農業委員会農地係

（ ８２－１６３８）
【相馬地区】農業委員会相馬分室

（ ８４－２１１１ 内線８４０)

農業委員会委員選挙人名簿 登載申請について

【申請書記入例】

申請者
代　表

住
所 弘前市大字上白銀町１番地１

氏
名 弘前 太郎 100

耕作
面積 アール

前年度
認定面積 100   アール

る
者
の
氏
名
・
生
年
月
日
等

世
帯
員
中
農
業
委
員
会
の
選
挙
権
を
有
す

氏　　　名

弘前　太郎

弘前　花子

弘前　春男

弘前　さくら

弘前　アキ

世帯主

妻

子

子の妻

母

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

・ ・ ・ ・・・

男

女

男

女

女

１

２

３

４

５

６

７

８

世帯主との続柄 生 年 月 日性
別

昭和３３年１１月１８日

昭和３４年５月４日

明治４０年１月１８日

弘前　冬子 子 女 昭和38年9月5日

選挙人の有無についての
農委員会の意見
選挙権
あ　り

印

押印も忘れずに。
（認め印でよい。）

耕作面積を記入
　わからない場合は農業委員会（までお問い合わせください。）

申請者氏名を掲載
（通常は世帯主名）

※１反歩は約１０アー
ル 、１町歩は約１００アー

ル

選挙資格のない方が記載されている
場合は、２本線で削除してください。

選挙資格がある方が記載さ
れていない場合は書き加え
てください。

け
ん
さ
ん


